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食の安全・安心に関する消費者の理解を促進

食品に関するリスクコミュニケーション

食に対する不安が高まっている中、食に対する相互
理解の向上を図るリスクコミュニケーションが重要！

多様な主体・手法によるリスクコミュニケーション等
の推進方法を検討、消費者にその機会を提供



～H２９年度 H３０年度 R１年度 R２年度

関係団体と連携した
取組

学校等と連携した食の
安全安心に関する取組

事業者と連携した取組

食品安全リスクコミュ
ニケーターの養成

食品安全シンポジウム
の開催

食品に関するリスクコミュニケーションの取組実績

H29～Ｒ1：消費者庁と徳島県の連携による、全国展開を見据えたモデルプロジェクト

バージョンアップ・効果検証

効果検証



効果的なリスクコミュニケーション

関係団体と連携した取組
（効果的なリスクコミュニケーション）

◆ 関係団体と連携してシンポジウム形式のリスクコミュニケーションを実施
（連携先：徳島県薬剤師会、日本食品安全協会等 テーマ：健康食品、食品添加物）

効果測定の結果、批判的評価リテラシーを涵養することが重要

効果的なリスクコミュニケーションを「徳島モデル」として全国展開

◆ 公開ミニ講座とは？
・楽しく笑いのあるパネルディスカッション形式で参加者に伝わ
りやすい内容

・専門家、消費者、お笑い芸人による大喜利を模したQ＆A形式

基調講演 公開ミニ講座



公開ミニ講座の様子

専門家や消費者、お笑い芸人が登壇 添加物はどんなイメージ？

添加物「あり」と「なし」比べたら？ 添加物の安全性確保について説明



令和２年度 関係団体と連携した取組

基調講演

公開ミニ講座ダイジェスト ディスカッション

◆ 新型コロナウイルス感染症対策として、シンポジウム形式の
リスクコミュニケーションをオンライン開催

※連携先：特定非営利活動法人食の安全と安心を科学する会

リスクコミュニケーションの取組



学校等と連携した食の安全安心に関する取組

食の安全に対する意識は高まるが、安全性確保の概念についての理解が不十分

ジュニア食品安全ゼミナール
（小・中学生対象）

食品表示ゼミナール
（高校生対象）

知って得する！食の安全
（子育て世代対象）

・食品表示制度
・栄養成分表示の活用

・安全性確保の概念
・アレルギー表示の見方
・食中毒防止（手洗い実習）

・食品表示制度
・栄養成分表示の活用
・農薬、健康食品等

効果測定

〇 食品添加物等の安全性確保 安全は量の概念で考える

〇 消費期限と賞味期限の違い 賞味期限が切れてもすぐに食
べられなくなるわけではない

今後、重点的に伝えること



〇 事業者による講義
リスクコミュニケーターを養成する講座に事業者を招き、先進的な取組

を紹介してもらい、受講者と意見交換を行う。

〇 ケーブルテレビを活用した取組
事業者が実施する食の安全安心に関する取組を、ケーブルテレビの番組

で紹介する。

事業者と連携した取組

〇 体験型リスクコミュニケーション
消費者が事業者を訪問し、現場を見学して意見交

換を行うことで、食の安全安心についての正しい情
報を共有し、相互理解や信頼関係を深める。

体験型リスクコミュニケーション 事業者による講義 ケーブルテレビを活用した取組



食品安全リスクコミュニケーターの養成

〇 徳島県消費者大学校大学院に
「食品安全リスクコミュニケーター養成・食品表示コース」を開講

〇 食品安全に関する正しい知識を持ち、その情報
を発信して消費者を合理的な選択に導くことが
できる食品安全リスクコミュニケーターを養成
（H30～R2の3年間で89名養成）

〇 リスクコミュニケーションツールを作成

食品安全リスクコミュニケーターの養成を
「徳島モデル」として全国展開

食の安全
安心 正しい

知識

専門家や事業者による講義 グループワーク リスクコミュニケーションツール

※令和元年度～ 特定非営利活動法人食の安全と安心を科学する会に委託



午前（10:00～12:00） 午後（13:00～15:00）

１日目
入学式
オリエンテーション
リスクコミュニケーションの概要

食品安全全般の講義

２日目
食品表示適正化に向けた取組
食品表示制度①

食品表示制度②

３日目 生産・製造現場の事例紹介 ＨＡＣＣＰについて

４日目 リスクコミュニケーションの手法 グループワーク①

５日目 グループワーク② 卒業式

令和元年度 講義の概要



令和２年度 消費者大学校大学院Ｗｅｂ講座

HACCPについて 現場の事例紹介

仮想グループワーク フードチェーンと衛生微生物

◆ 新型コロナウイルス感染症対策として、講義の動画を配信

リスコミプロジェクトについて 基調講演 食品表示制度、適正化の取組

スマート・リスコミ



食品安全シンポジウムの開催①

〇 全国からの先駆的事例報告

〇 徳島モデルプロジェクト報告

先駆的事例を検証し、多様な主体・手法
によるリスクコミュニケーションの推進に
関する意識を醸成

「徳島モデル」全国展開の第一歩目

・「徳島モデル」を全国展開するにあたり、
パネルディスカッションや意見交換会で
問題点や課題等を検討

・消費者庁と徳島県の取組を報告

◆ 先駆的事例を検証するとともに、「徳島モデル」の今後の展望
について考える「食品安全シンポジウム」を開催（H31.2.28）

〇 効果的なリスクコミュニケーション

〇 食品安全リスクコミュニケーターの養成

徳島モデル



〇 効果的なリスクコミュニケーション

・普段食品の安全について興味を持たない者にもアプローチでき、
理解しやすい内容である。

・お笑い芸人が登壇し、リラックスした中で知識を
共有すれば、参加者の理解が深まる。

〇 食品安全リスクコミュニケーターの養成

・養成カリキュラムの内容が広範囲かつ高度であり、短時間で詰め
込みすぎの傾向にある。

・講義の内容については、ある程度焦点を絞る必要がある。

・身近な者が伝えると伝わりやすい。

食品安全シンポジウムの開催②

パネルディスカッションにおける意見等



Q：食品の安全について関心が低い人に対して、いかに伝えるかが重
要である。どのような取組を行うのか？

A：身近な人から話を聞くと伝わりやすいため、リスクコミュニケー
ターを養成するなど地道な取組を継続する。
相手の関心が高いツールを活用し、楽しく面白く伝えていくこと
が効果的であると考える。

Q：リスクコミュニケーターには基礎的な知識が必要である。これを
維持するため、どのような取組を行うのか？

A：リスクコミュニケーターに求める知識のレベル
を明確にした上で、フォローアップやメディア
リテラシーに関する教育が必要。

食品安全シンポジウムの開催③

参加者との意見交換



〇 リスクコミュニケーション等において・・・

〇 食品表示に関する出前講座等において・・・

賞味期限：おいしさが保証される
期間

消費期限と賞味期限の違いは？

消費期限：安全に食べられる期間
賞味期限が切れても
すぐに食べられなく
なるわけではない！
廃棄せず有効利用可

今まではこれを説明してきたが 今後はこれについても説明

他分野との連携の可能性

この様な表示がなくなり
食中毒や食品ロスが減少

保存料
無添加

安全
安心

食品添加物等の安全性
と役割を正しく理解

食品添加物等に関する
正しい知識の普及啓発

リスコミ

リスク
コミュニ
ケーター

消費者

食品ロス削減にもつながる取組へ



徳島県 危機管理環境部
消費者くらし安全局 安全衛生課 食品表示企画担当
電 話 ０８８－６２１－２１１０
ﾌｧｸｼﾐﾘ ０８８－６２１－２８４８
電子ﾒｰﾙ anzeneiseika@pref.tokushima.jp

ご清聴ありがとうございました

引き続き

〇 多様な主体・手法によるリスクコミュニケーションを
実施・バージョンアップ

〇 効果的なリスクコミュニケーション（基調講演と公開
ミニ講座）と食品安全リスクコミュニケーターの養成
を「徳島モデル」として全国展開

を実施します。


